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○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

 

技術部門                  部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号 Ⅰ－   

1 .  D X を 推 進 し て い く う え で の 課 題  

( 1 )  デ ジ タ ル 人 材 の 確 保  

日 本 で は デ ジ タ ル 人 材 が 慢 性 的 に 不 足 し て お り 、

D X 推 進 の 妨 げ と な っ て い る 。 デ ジ タ ル 人 材 の 確 保

が 急 務 で あ る 。  

( 2 )  全 体 最 適 化  

サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 を 巻 き 込 ん で 、 従 来 の 「 個 別

最 適 」 に な り が ち な 活 動 を 「 全 体 最 適 化 」 し て く こ

と が 必 要 で あ る 。  

( 3 )  レ ガ シ ー シ ス テ ム か ら の 脱 却  

サ ポ ー ト が 終 了 し た り 、 中 身 が ブ ラ ッ ク ボ ッ ク ス 化

し た り し て い る の に 使 用 さ れ て 続 け て い る シ ス テ ム

（ い わ ゆ る レ ガ シ ー シ ス テ ム ） が 改 革 の 足 か せ に な

る こ と が あ る 。  

 

2 .  サ プ ラ イ チ ェ ー ン の 全 体 最 適 化 に つ い て  

( 1 )  中 小 企 業 へ の 普 及  

サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 を 改 革 す る た め に は 、 大 企 業

だ け で は な く 中 小 企 業 ま で D X 化 を 浸 透 さ せ る 必 要

が あ る 。 し か し な が ら 現 状 、 中 小 企 業 に は D X 化 の

動 き が 浸 透 し て い な い こ と が あ る 。 こ の た め 、 大 企

業 の 技 術 者 の サ ポ ー ト を 得 な が ら 、 中 小 企 業 に も

D X 化 を 浸 透 さ せ て い く 。  

( 2 )  デ ー タ の 統 一  

C A D デ ー タ な ど の デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト が 統 一 さ れ て
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い な い た め 、 D X の 改 革 が う ま く い か な い ケ ー ス が

あ る 。 サ プ ラ イ チ ェ ー ン 内 で 使 用 さ れ る デ ー タ の フ

ォ ー マ ッ ト を 可 能 な 限 り 統 一 す る 。  

( 3 )  サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 を ス マ ー ト フ ァ ク ト リ 化  

他 企 業 や 組 織 に ま た が る サ プ ラ イ チ ェ ー ン を ま る で

「 一 つ の 工 場 」 の よ う に 扱 い ス マ ー ト フ ァ ク ト リ 化

し て い く 。 こ の こ と で 、 D X 改 革 の 効 果 を よ り 一 層

高 め て い く こ と が で き る 。  

 

3 .  波 及 効 果 と 懸 念 事 項  

( 1 )  普 及 効 果  

① C A D / C A M の 効 率 的 な 活 用  

３ D 図 面 の デ ー タ を も と に 、 効 率 的 に 試 作 や 製 造 に

取 り 組 む こ と が で き る 。 例 え ば ３ D プ リ ン タ ー な ど

の 付 加 製 造 設 備 を ラ ピ ッ ド プ ロ ト タ イ ピ ン グ の た め

に 効 率 的 に 使 用 す る 。  

② 共 同 受 注 や 購 買 の 最 適 化  

共 同 受 注 に よ り 抱 え て い る 仕 事 量 に 応 じ て 、 新 規 の

受 注 案 件 を 適 正 に 配 分 し 、 安 定 し た 生 産 現 場 の 運 営

が 可 能 と な る 。  

③ 物 流 の 最 適 化  

効 率 的 な 物 流 の 計 画 ・ 実 施 が 実 現 で き る  

④ サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 を 一 つ の 工 場 の よ う に 効 率

よ く 運 用 で き る  

( 2 )  懸 念 事 項 ： イ ン シ デ ン ト が あ っ た 場 合 の 生 産 継 続  
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サ プ ラ イ チ ェ ー ン に か か わ る 拠 点 内 で 災 害 な ど の イ

ン シ デ ン ト が あ っ た 際 に 生 産 活 動 を 継 続 す る の が 困

難 に な る 場 合 が あ る 。 以 下 の 対 応 を 行 う  

①  在 宅 で の 設 計 業 務 や 生 産 管 理 業 務 が で き る よ う に

す る  

②  複 数 の 生 産 拠 点 を 確 保 （ 生 産 シ ス テ ム の 冗 長 化 ）

す る こ と で 、 あ る 拠 点 が 稼 働 で き な く て も 生 産 が

継 続 で き る よ う に す る  

③  国 内 外 の 生 産 拠 点 を 遠 隔 で 管 理 す る 仕 組 み を 作 る  

 

4 .  倫 理 や 社 会 の 継 続 可 能 性 の 観 点  

( 1 )  情 報 セ キ ュ リ テ ィ ー （ 秘 密 保 持 の 観 点 ）  

秘 密 保 持 の 観 点 か ら D X 改 革 時 に は 情 報 セ キ ュ リ

テ ィ ー に 十 分 注 意 す る 。 V P N を 用 い た 接 続 、 適 切

な ア ク セ ス 権 限 の 設 定 、 パ ス ワ ー ド の 運 用 な ど を

実 施 す る 。  

( 2 )  中 小 企 業 に お け る デ ジ タ ル 人 材 の 継 続 的 な 確 保  

以 下 に よ り 、 中 小 企 業 が D X 化 を 継 続 で き る 仕 組

み を 確 保 す る  

①  産 学 官 が 連 携 し た 人 材 育 成  

②  小 学 生 な ど 早 期 か ら の プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育  

③  社 会 人 向 け 教 育 （ 大 学 な ど の 外 部 リ ソ ー ス を 活

用 ）  

④  外 国 人 技 術 者 の 活 用  
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 私 は 浄 水 場 で 使 用 さ れ る 設 備 の 設 計 開 発 業 務 に 従 事

し て い る 。 浄 水 場 の 設 備 は 故 障 ・ 破 壊 す る と 水 道 水 の

水 質 が 悪 化 し 、 場 合 に よ っ て は 給 水 停 止 と な る 可 能 性

が あ る 。 そ の 際 の 人 々 の 生 活 へ の 影 響 は 大 き い 。 こ の

よ う な 状 況 の 発 生 を 避 け る た め に 設 備 設 計 時 に 考 慮 す

べ き 考 え を 以 下 に 述 べ る 。             

 

1 ) 機  械  製  品  ・  設  備  の  設  計  す  る  際  の  課  題    
 

社  会  や  環  境  に  広  範  な  影  響  を  及  ぼ  

 

す 

 

設 

 

備 

 

と 

 

し

 

て

 

、

 

浄

 

水

場  の  設  備  を  設  計  す  る  際  の  課  題  を  以  下 に 述 べ る 。
   

① 災  害  に  耐  え  ら  れ  る  強  度  の  確  保             

  

設 

 

備 

 

が 

 

故 

 

障

 

、

 

破

 

壊

 

す

 

る

 

状 

 

況 

 

と 

 

し 

 

て 

 

地 

 

震 

 

や 

 

台

 

風

 

な

 

ど

 

の

災 害 に よ る も の が あ る 。 通 常 時 に 問 題 な い こ と は も ち

ろ ん 、 災 害 時 の 荷 重 に も 耐 え ら れ る 強 度 の 確 保 が 求 め

ら れ る 。 正 確 な 荷 重 の 見 積 も り が 課 題 と な る 。    

 
②  点  検  、  メ  ン テ  ナ  ン  ス  方  法  の  妥  当  性  の  確  保    

  

設 

 

備 

 

の 

 

故 

 

障

 

・

 

破

 

壊

 

を

 

防

 

止 

 

す 

 

る 

 

た 

 

め 

 

に 

 

は 

 

日 

 

頃

 

の

 

メ

 

ン

 

テ

ナ ン ス が 必 要 と な る 。 設 計 時 に 故 障 が 発 生 し や す い 応

力 集 中 部 な ど を 把 握 し て お き 、 点 検 、 メ ン テ ナ ン ス が

で き る よ う に し て お く こ と で 設 備 故 障 に よ り 社 会 に 影

響 を 与 え な い よ う に す る 。             

 
③  故  障  時  の  被  害  軽  減  策  の  立  案    

  

万 

 

が 

 

一 

 

、 

 

故

 

障

 

が

 

発

 

生

 

し

 

た 

 

場 

 

合 

 

に 

 

も 

 

、 

 

社 

 

会 

 

へ

 

の

 

影

 

響

 

を

小 さ く す る 対 策 の 立 案 が 求 め ら れ る 。 そ の た め に は 、

代 替 設 備 の 用 意 な ど に よ り 、 給 水 停 止 な ど の 社 会 へ の

影 響 を 最 小 限 に す る 対 策 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。   

技術部門 機械部門 

選択科目 材料強度・信頼性 

専門とする事項 設計、構造解析 

受験番号   

問題番号 Ｒ３ Ⅰ―２ 
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2 ) 重  要  課  題  と  解  決  策    
 

 上 記 の 課 題 の 中 か ら ① 災 害 に 耐 え ら れ る 強 度 の 確 保 

が 最 も 重 要 と 考 え た 。 故 障 や 破 壊 を 防 止 す る た め に は 、

設 計 段 階 で 災 害 に 耐 え ら れ る 設 計 に す る こ と が 必 要 で 

あ り 、 地 震 や 台 風 に よ っ て 発 生 す る 荷 重 の 正 確 な 見 積 

も り が 課 題 と な る 。 以 下 に そ の 解 決 策 を 述 べ る 。   

 

①  デ  ザ  イ  ン  レ  ビ  ュ  ー  （ D R  ） の  導  入    
 

構  想  段  階  や  設  計  の  途  中  段  階  で  複  
 

数 
 

の 
 

関 
 

係
 

者
 

を
 

集
 

め 

 
D R 

 

を  実  施  す  る  。  こ  れ  に  よ  
 

り 
 

、 
 

設 
 

計 
 

者 
 

の 
 

力 
 

量
 

に
 

依
 

ら
 

ず
 

、
 

信 
 

頼 
 

性 
 

の 
 

高 
 

い  設  計  が  で  き  る  
 

。 
 

ま 
 

た 
 

、 
 

別 
 

の 
 

機 
 

会
 

に
 

専
 

門
 

家 

に ヒ ア リ ン グ  す  る  こ  と  で  多  角 的 な 意 見 を 取 り 入 れ る こ 

と が で き る 。             

 
②  過  去  の  事  故  事  例  の  蓄  積    
 

過

 

去 

 

の 

 

事 

 

故

 

事

 

例

 

や

 

被

 

害

 

の 

 

大 

 

き 

 

さ 

 

を 

 

蓄 

 

積 

 

す 

 

る

 

こ

 

と

 

で

 

、 

災 害 時 に 発 生 し た 荷 重 を 推 定 す る こ と が で き る 。 こ れ 

に よ り 、 災 害 発 生 時 に 破 壊 し な い 設 備 設 計 が で き る 。 
 
③  解  析  と  強  度  試  験  の  実  施    

  

設 

 

計 

 

時 

 

は 

 

解

 

析

 

を

 

繰

 

り

 

返

 

し 

 

、 

 

災 

 

害 

 

発 

 

生 

 

時 

 

も 

 

破

 

壊

 

が

 

起

 

き

 

な い 設 計 に す る 。 最 終 的 に 設 計 し た も の が 、 想 定 通 り
 

の 強 度 が 得 ら れ て い る か 強 度 試 験 を 行 う 。 こ れ に よ り 、

信 頼 性 が 高 い 設 計 が 得 ら れ る 。            

 

3 ) 得  ら  れ  る  成  果  、  波  及  効  果  、  懸  念  点    

       

得  ら  れ  る  成  果  ：  上  記  の  解  決  策  を  実  施  す  る こ と に よ り 、 

機  械  の  故  障  ・  破  壊  の  発  生  率  は  減  少  し  公  共 へ の 影 響 を 最 

小  限  に  で  き  る  。         

技術部門 機械部門 

選択科目 材料強度・信頼性 

専門とする事項 設計、構造解析 

受験番号   

問題番号 Ｒ３ Ⅰ―２ 
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波  及  効  果  ： 過 去 の 事 故 事 例 の 蓄 積 に よ り 、 他 の 設 備 に
 

つ 

 

い 

 

て 

 

も 

 

設 

 

計

 

の

 

最

 

適

 

化

 

が

 

で 

 

き 

 

る 

 

。 

 

過 

 

剰 

 

品 

 

質 

 

の

 

設

 

備

 

に

 

つ

い て は 設 計 を 最 適 化 す る こ と に よ り コ ス ト ダ ウ ン が 図

れ る 。 そ の 分 浮 い た コ ス ト を 老 朽 化 し た 設 備 の 補 修 費

に 回 す こ と で 、 よ り 安 定 し た 水 道 水 の 給 水 に 繋 げ る こ

と が で き る 。                   

 

懸  念  点  ： 

 

上 

 

記

 

の

 

解

 

決

 

策

 

で

 

あ 

 

る 

  

D 
 

R 
 

や 

 

強 

 

度 

 

試 

 

験

 

の

 

導

 

入

 

に

よ  り  設  計  工 数 の 増 加 に 繋 が る 懸 
 
念 が あ る 。 対 策 と し て

コ ン  カ  レ  ン ト エ ン ジ ニ ア リ ン グ 
 
の 導 入 が あ る 。 設 計 段

階 か  ら  製  造 方 法 や 部 材 の 調 達 方 
 
法 を 検 討 す る こ と で 全

体 工  数  を  削 減 す る 。                 

 

4 ) 要  件  ・  留  意  点    
 

倫  理  ： 

 

留 

 

意 

 

点

 

と

 

し

 

て
 

D
 

R 
 

の 

 

形 

 

式 

 

化 

 

が 
  

あ 

 

る 

 

。 

 

複

 

数

 

の

 

関

 

係

者 を  集  め る こ と に よ り 、 特 定 の 参 加 
 
者 し か 議 論 に 参 加

し な い  よ う に な っ て し ま う こ と で 
 

D R が 形 式 化 す る 懸

念 が あ  る 。 要 件 と し て 、 参 加 者 に 対 
 
し 過 去 に 発 生 し た

事 故 事  例 や 被 害 の 大 き さ な ど を 教 育 
 
す る こ と で 、 参 加

者 全 員  が 開 発 製 品 の 故 障 ・ 破 壊 を 未 
 
然 に 防 ぐ と い う 倫

理 観 を  高 め る こ と が あ る 。              

 
持  続  可  能  性  ：

 
留

 
意

 
点

 
と

 
し

 
て 

 
持 

 
続 

 
的 

 
に 

 
故 

 
障 

 
・ 

 
破

 
壊

 
が

 
起

 
き

 

づ 

 

ら 

 

い 

 

設 

 

備 

 

を

 

設

 

計

 

で

 

き

 

る

 

よ 

 

う 

 

に 

 

す 

 

る 

 

こ 

 

と 

 

が 

 

あ

 

る

 

。

 

要

 

件

と し て 、 設 計 根 拠 な ど を デ ー タ ベ ー ス 化 す る こ と が あ

る 。 ま た 、 デ ー タ ベ ー ス 化 し た 技 術 を 実 際 の 設 計 に 生

か す た め に 、 定 期 的 に 教 育 会 で 設 計 者 に 紹 介 す る な ど

し て 技 術 を 広 め る こ と も 重 要 と な る 。        

技術部門 機械部門 

選択科目 材料強度・信頼性 

専門とする事項 設計、構造解析 

受験番号   

問題番号 Ｒ３ Ⅰ―２ 









選択科目    

令和   年度 技術士第二次試験 答案用紙 

 

 
 

  

技術部門            部門 

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－2   

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

※

( 1 ) 公 共 設 備 設 計 す る 場 合 、 考 慮 し て お く 課 題  

① 安 全 の 確 保  

公 共 の 設 備 で あ る の で 、 安 全 対 策 は 必 須 で あ る と 考 え

る 。 リ ス ク ア セ ス メ ン ト を 徹 底 し 、 安 全 確 保 す る 。  

② 環 境 負 荷 を 考 慮 し た シ ス テ ム 作 り  

設 備 が 停 止 し て い る 時 は 、 電 源 供 給 を 停 止 す る 省 エ ネ

回 路 を 盛 込 み 、 環 境 負 荷 低 減 を 図 る 。  

③ 誰 も が 容 易 に 使 え る 設 備 作 り  

世 の 中 に は 、 様 々 な 人 種 、 小 さ い 子 か ら お 年 寄 り ま で

存 在 す る 。 そ の 誰 も が 容 易 に 使 え る 設 備 で な い と 公 共

の 設 備 と は 言 え な い 。  

( 2 ) 抽 出 し た 課 題 の 解 決 策  

抽 出 し た 課 題 ： 安 全 の 確 保  

公 共 の 設 備 で あ る の で 、 安 全 を 最 優 先 に 解 決 策 を 立 案

す る 。  

① リ ス ク ア セ ス メ ン ト 実 施 に よ る リ ス ク 低 減  

・ リ ス ク の 洗 い 出 し ： 機 械 に 関 連 す る 全 て の 危 険 源 を

洗 い 出 す 。  

・ リ ス ク の 見 積 り ： 負 傷 、 疾 病 の 重 篤 度 と 発 生 の 可 能

性 を 見 積 も る 。  

・ リ ス ク 評 価 を 行 う 。  

・ 危 険 源 の 除 去 や 安 全 柵 を 設 置 し 、 安 全 対 策 を 行 う 。  

② F M E A を 活 用 し た 設 備 ト ラ ブ ル の 未 然 防 止  

・ 信 頼 性 ブ ロ ッ ク 図 を 作 成 し 、 シ ス テ ム を 整 理 す る 。  

・ シ ス テ ム の 故 障 モ ー ド を 書 き 出 す 。  



令和   年度 技術士第二次試験 答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

・ シ ス テ ム の 故 障 モ ー ド の 発 生 原 因 を 書 き 出 す 。  

・ シ ス テ ム へ の 影 響 を 評 価 し 、 評 価 の 高 い 物 か ら 改 善 、

予 防 策 を 考 え る 。  

③ 使 用 上 の 注 意 事 項 の 明 示  

・ 取 り 扱 い 説 明 書 な ど で 、 使 用 上 の 注 意 事 項 を 明 記 す

る 。  

・ 危 険 部 位 に は 、 危 険 を 知 ら せ る ス テ ッ カ ー な ど を 貼

る 。  

( 3 ) 解 決 策 に よ る 成 果 と 波 及 効 果 、 新 た に 生 じ る 懸 念

事 項 と 対 応 策  

① 得 ら れ る 成 果 と 波 及 効 果  

・ 本 質 的 な 安 全 設 計 に 近 づ く  

・ 安 全 柵 設 置 す る こ と で 、 安 全 が 図 れ る 。  

・ F M E A を 実 施 す る こ と で 、 知 識 向 上 が 図 れ る 。  

② 新 た に 生 じ る 懸 念 事 項 へ の 対 応 策  

・ F M E A を 実 施 す る 場 合 は 、 工 数 増 を 防 ぐ 為 、 類 似 の

資 料 を 参 考 に す る 。 更 に 、 質 の 向 上 を 図 る た め 、 有 識

者 を 参 画 さ せ る 。  

・ D R を 実 施 す る 場 合 は 、 事 前 に 検 討 資 料 を 送 付 す る

な ど 、 効 率 よ く 実 施 す る 。  

( 4 ) 技 術 者 と し て 必 要 と な る 要 件 ・ 留 意 店  

・ リ デ ュ ー ス ： 省 エ ネ ル ギ ー な ア ク チ ュ エ ー タ 選 定 を

す る ( 電 動 化 な ど )  

・ リ ユ ー ス ： 部 品 の 長 寿 命 化 を 図 り 、 再 利 用 可 能 と す

る 。  



令和   年度 技術士第二次試験 答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

・ リ サ イ ク ル ： 廃 棄 時 に 部 品 解 体 が 容 易 と な る 様 に 、

モ ジ ュ ー ル 化 を 図 る 。  
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問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～01-1 機械設計～ 
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問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～01-2 材料強度・信頼性～ 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

     

 







 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

     

 























 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

     

    

 

 

  

 

  

 

 

     

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～01-3 機構ダイナミクス・制御～ 
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問 題 文 
（選択科目） 

～01-4 熱・動力エネルギー機器～ 











 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～01-5 流体機器～ 























 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～01-6 加工・生産システム・産業機械～ 





選択科目    

令和   年度 技術士第二次試験 答案用紙 

 

 
 

  

技術部門            部門 

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－1－2 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

※

・ 機 械 式 ク ラ ン ク プ レ ス の 構 造 上 の 特 徴  

エ ネ ル ギ ー を 貯 め る フ ラ イ ホ イ ー ル 、 フ ラ イ ホ イ ー

ル の エ ネ ル ギ ー を 伝 達 す る ク ラ ッ チ 、 回 転 エ ネ ル ギ ー

を 上 下 運 動 へ 変 換 す る ク ラ ン ク シ ャ フ ト を 介 し て 、 金

型 を 取 り 付 け る ス ラ イ ド で 構 成 さ れ る 。  

・ サ ー ボ プ レ ス の 構 造 上 の 特 徴  

駆 動 力 を サ ー ボ モ ー タ と し 、 そ の 回 転 力 を ボ ー ル ね

じ を 使 用 し 金 型 を 取 り 付 け る ス ラ イ ド で 構 成 さ れ る 。  

・ サ ー ボ プ レ ス の 長 所  

機 械 式 ク ラ ン ク プ レ ス の 上 下 ス ト ロ ー ク が 固 定 で あ

る の に 対 し て 、 容 易 に 使 用 ス ト ロ ー ク を 変 更 で き る 。  

機 械 式 ク ラ ン ク プ レ ス が サ イ ン カ ー ブ の 上 下 運 動 に

対 し て 、 加 圧 力 を 一 定 に し た り 、 自 由 曲 線 動 作 で 加 工

を 行 う こ と が 出 来 る 。  

・ サ ー ボ プ レ ス の 短 所  

機 械 式 プ レ ス が 理 論 上 、 無 限 大 の 加 圧 能 力 を 持 つ の

に 対 し て ボ ー ル ね じ を 使 用 し て い る 為 、 加 圧 能 力 に 限

り が あ る 。  

機 械 式 ク ラ ン ク プ レ ス に 対 し て 、 ス ラ イ ド の 動 作 速

度 が 遅 く 生 産 性 と い う 点 で 劣 る 。  



選択科目    

技術士第二次試験 APEC-semi 答案用紙 

 

 
 

  

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

技術部門                  部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－   

設 備 総 合 効 率 は 以 下 の 式 で 表 せ る 。  

設 備 総 合 効 率 ＝  時 間 稼 働 率  ×  性 能 稼 働 率  ×  

良 品 率  

 

( 1 ) 時 間 稼 働 率 ： 停 止 ロ ス を 除 い た 稼 働 率 を 表 し て

い る 。  

時 間 稼 働 率 ＝ （ 負 荷 時 間 ― 停 止 時 間 ） / 負 荷 時

間  

  I o T を 活 用 し て 「 予 知 保 全 化 」 す る こ と で 、 故

障 に よ る 停 止 を 減 ら す 。  

( 2 ) 性 能 稼 働 率 ： 性 能 ロ ス を 除 い た 稼 働 率 を 表 し て

い る 。  

  性 能 稼 働 率 ＝ （ 基 準 サ イ ク ル タ イ ム × 加 工 数

量 ） / 稼 働 時 間  

  I o T を 活 用 し て 性 能 が 生 か し 切 れ て い な い 原 因

を 特 定 し て 対 処 す る  

( 3 ) 良 品 率 ： 不 良 ロ ス を 除 い た 効 率 を 表 す た め に 使

用 さ れ る  

良 品 率 ＝ （ 加 工 数 量 ― 不 良 品 数 ） / 加 工 数 量  

工 作 機 械 な ど で 工 具 破 損 に よ る 不 良 発 生 を 防 ぐ た

め 、 適 切 な 工 具 寿 命 管 理 を 行 う 。 工 具 寿 命 の 算 定 や 、

工 具 交 換 時 期 の 警 告 を す る た め に I o T を 活 用 す る  

4





選択科目    

令和   年度 技術士第二次試験 答案用紙 

 

 
 

  

技術部門            部門 

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－2－1   

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

※

( 1 ) 調 査 、 検 討 す べ き 事 項 と そ の 内 容  

自 社 の H V モ ー タ 向 け の コ イ ル 生 産 ラ イ ン を 念 頭 に お

い て 、 記 述 す る 。  

① 設 備 の ム ダ 動 作 時 間 の 調 査  

設 備 の ム ダ 動 作 時 間 を 調 査 し 、 待 ち 時 間 の 間 は 設 備 を

止 め る な ど の 制 御 を 盛 り 込 む こ と で 、 電 力 量 を 削 減 す

る こ と が で き 、 省 エ ネ ル ギ ー に 繋 が る 。  

② チ ョ コ 停 時 間 の 調 査  

設 備 の チ ョ コ 停 時 間 を 調 査 し 、 そ の 対 策 を 行 う こ と で 、

ム ダ に 使 用 し て い る 電 力 量 を 削 減 す る こ と が で き 、 省

エ ネ ル ギ ー に 繋 が る 。  

③ 銅 線 の 廃 棄 量 調 査  

モ ー タ コ イ ル の 生 産 ラ イ ン で は 、 1 本 の 平 角 銅 線 を 切

断 し 短 冊 状 に し た 後 で 曲 げ 加 工 を 行 っ て い る が 、 切 断

に よ り 素 材 を 廃 棄 し て い る 。 レ ア メ タ ル の 銅 の 廃 棄 量

を 減 ら す こ と で 、 環 境 負 荷 低 減 に つ な が る 。  

( 2 ) 業 務 を 進 め る 手 順  

生 技 、 製 造 、 保 全 で プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム を 結 成 し 、 会

社 の 重 点 方 針 と し て 全 社 的 に 取 り 組 む  

① 業 務 を 進 め る 手 順  

・ 現 状 把 握 を 行 い 、 目 標 を 設 定 す る 。  

・ 日 程 計 画 を 作 成 し 、 役 割 分 担 を 行 う 。  

・ 対 策 を 立 案 し 、 対 策 を 実 施 す る 。  

・ 効 果 を 確 認 す る 。  

② 留 意 す べ き 点 、 工 夫 す る 点  



令和   年度 技術士第二次試験 答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

・ F T A や 特 性 要 因 図 な ど を 作 成 す る 場 合 は 、 有 識 者 を

交 え て 実 施 す る 。  

・ 特 性 要 因 図 は 、 壁 な ど に 貼 っ て お き 、 必 要 に 応 じ て

追 記 す る 。  

・ 設 備 の ム ダ 時 間 を 調 査 す る 場 合 は 、 タ イ ム チ ャ ー ト

な ど で 分 析 す る 。  

( 3 ) 業 務 を 効 率 的 、 効 果 的 に 進 め る 為 の 関 係 者 と の 調

整 方 法  

・ チ ー ム 専 用 の 部 屋 を 用 意 し 、 意 思 統 一 を 図 る 。  

・ 日 程 計 画 は 壁 に 貼 っ て お き 、 進 捗 の 見 え る か を 図 る  

・ 定 期 ミ ー テ ィ ン グ を 行 い 、 進 捗 を 確 認 す る 。  

・ 共 通 フ ォ ル ダ を 用 意 し 、 チ ー ム の メ ン バ ー が い つ で

も 誰 で も 見 れ る 様 に し て お く 。  
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○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

技術部門        応用礼 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－２   

1 . 調 査 ・ 検 討 す べ き 内 容 と そ の 内 容  

( 1 ) 生 産 数 量  

期 間 あ た り の 生 産 数 量 の 情 報 を 得 る こ と で 、 加 工 工

法 や 生 産 方 式 の 計 画 を 立 て る こ と が 出 来 る 。  

( 2 ) 生 産 方 式 ・ 加 工 方 法  

 生 産 ラ イ ン の 設 計 お よ び 加 工 方 法 や 条 件 の 詳 細 を 検

討 す る  

( 3 ) 製 品 の 具 体 的 な 要 求 仕 様 の 把 握  

 使 用 す る 材 料 の 成 分 や 強 度 、 機 械 加 工 の 公 差 、 熱 処

理 の 要 求 仕 様 （ 有 効 効 果 深 さ や 硬 度 ） な ど の 詳 細 を 確

認 ・ 把 握 し て お く 。  

 

2 . 業 務 の 手 順 と 留 意 ・ 工 夫 す べ き 点  

( 1 ) 部 品 の 仕 様 の 明 確 化  

顧 客 と の 間 で 部 品 の 仕 様 を 明 確 に し て お く 。 こ れ に

よ り 、 顧 客 と の 認 識 の ず れ に よ る ト ラ ブ ル を 防 ぐ 。 ま

た 、 ラ イ ン 設 計 や 加 工 方 法 の 検 討 段 階 で の 「 後 戻 り 」

を 防 ぐ 。 具 体 的 な 使 用 は 図 面 お よ び 書 面 や 仕 様 書 な ど

で 明 確 に 取 り 決 め て お く  

( 2 ) 設 備 検 討  

 要 求 さ れ て い る 品 質 、 コ ス ト 、 納 期 に 対 応 可 能 な 設

備 を 検 討 す る 。 使 用 す る 設 備 や 工 具 に よ っ て 、 実 現 で

き る 精 度 が 変 わ る 。 ま た 、 要 求 品 質 や 納 期 を 実 現 で き

る 設 備 や 工 具 を 選 定 す る  

( 3 ) 設 備 投 資 計 画  
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 損 益 分 岐 点 分 析 （ 固 定 費 と 変 動 費 に 分 け た 分 析 ） に

よ り 利 益 が 出 る か ど う か を 確 認 す る 。  

( 4 ) 試 作 ・ 品 質 確 認  

 試 作 を す る こ と で 目 的 の 品 質 や 加 工 の ス ピ ー ド が 実

現 で き る か 確 認 す る 。 試 作 後 は 仕 様 に 対 し て 関 係 者 の

認 識 の ず れ が な い か 確 認 す る 。 こ の た め に は 現 物 を 関

係 者 で 集 ま っ て 検 査 、 確 認 し た り 実 際 の 装 置 に 組 み 込

ん で 問 題 な く 利 用 で き る か 確 認 し た り す る 。  

( 5 ) 設 備 導 入 ・ 生 産 開 始  

生 産 開 始 時 は バ ス タ ブ カ ー ブ に 示 す 初 期 故 障 期 に 当

た る の で 、 十 分 に 注 意 し な が ら 生 産 を 行 う 。  

 

3 . 業 務 を 効 率 的 に 、 効 果 的 に 進 め る た め の 調 整 方 法  

( 1 ) フ ロ ン ト ロ ー デ ィ ン グ 、 コ ン カ レ ン ト エ ン ジ ニ ア

リ ン グ に よ り 円 滑 か つ 生 産 の 早 期 立 ち 上 げ  

こ の た め に は 関 係 部 署 の 調 整 や 情 報 の 伝 達 が 円 滑 か

つ 正 確 な 伝 達 が 必 要 で あ る 。  

( 2 ) 3 D デ ー タ の 活 用 に よ る 効 率 化  

 ３ D デ ー タ は ① 関 係 者 へ 部 品 仕 様 や 形 状 の 説 明 の た

め 、 ② ラ ピ ッ ド プ ロ ト タ イ ピ ン グ の た め 、 ③ C A D / C A M

利 用 に よ る 効 率 的 な 生 産 に 有 効 で あ る 。 3 D デ ー タ を

有 効 に 利 用 す る 。  

( 3 ) C A D デ ー タ （ フ ォ ー マ ッ ト ） を 共 通 化  

関 係 者 が 異 な っ た C A D デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト を 使 用 し て

い る と 、 デ ー タ の 受 け 渡 し や 扱 い が 難 し く 、 効 率 的 な
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業 務 が 出 来 な い 。 C A D デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト は 可 能 な 限

り 、 共 通 化 す る 。  

( 4 ) 中 間 加 工 図 や 作 業 指 示 書 の 作 成  

複 数 の 工 程 が あ る の で 、 加 工 代 な ど を 考 慮 し た 「 中

間 加 工 図 」 を 用 意 し て お く こ と で 、 そ れ ぞ れ の 工 程 で

の 加 工 代 を 明 確 に し て お く 。 ま た 、 作 業 指 示 書 （ 要 領

書 ） も 作 成 す る 。  

 





選択科目    
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技術部門                  部門 

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－   

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

1 . 情 報 共 有 化 に 関 す る 課 題  

( 1 ) ブ ル ウ ィ ッ プ 現 象 を 防 ぐ た め の 正 確 な 需 要 情 報

の 提 供  

 需 要 を 予 測 し な が ら 発 注 ・ 生 産 を し て い く サ プ ラ

イ チ ェ ー ン で は ブ ル ウ ィ ッ プ 現 象 が 起 こ り や す い 。

こ れ は 各 工 程 が 余 裕 を も っ た 生 産 活 動 を 行 い 、 在 庫

を 持 っ て い る と 発 生 す る 現 象 で 、 サ プ ラ イ チ ェ ー ン

の 上 流 に 行 く ほ ど 在 庫 が 多 く な る 。 こ れ を 防 ぐ た め

に は サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 に 正 確 な 需 要 情 報 を 提 供

す る こ と が 必 要 で あ る 。  

( 2 ) 生 産 管 理 シ ス テ ム の 共 通 利 用  

サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 で 共 通 の 生 産 管 理 シ ス テ ム

を 利 用 す る こ と で 、 情 報 共 有 を 容 易 化 す る 。  

( 3 ) デ ジ タ ル 人 材 の 確 保 （ サ プ ラ イ チ ェ ン の 全 体 ）  

 サ プ ラ イ チ ェ ー ン の 全 体 最 適 化 の た め に 上 流 か ら

下 流 ま で 、 デ ジ タ ル 人 材 を 配 置 す る 。 こ れ に よ り サ

プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 で の 、 生 産 管 理 シ ス テ ム を 通 し

た 情 報 共 有 が 容 易 に な る 。  

 

2 . ブ ル ウ ィ ッ プ 現 象 を 防 ぐ た め の 解 決 策  

( 1 ) プ ル 生 産 方 式 の 採 用  

 後 工 程 が 部 品 を 引 き 取 る 「 プ ル 生 産 方 式 」 を 利 用

す れ ば 、 工 程 間 の 仕 掛 が 小 さ く な り 、 ブ ル ウ ィ ッ プ

現 象 に よ る 在 庫 過 多 を 防 ぐ こ と が 出 来 る 。 例 え ば 、

か ん ば ん 方 式 を 導 入 す る こ と で プ ル 生 産 方 式 を 運 用

2
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す る こ と が 出 来 る 。  

( 2 ) M R P （ 資 材 所 要 量 計 画 ） に よ る 生 産 ・ 調 達  

 受 注 情 報 に 基 づ い て 、 計 画 的 に 部 品 の 生 産 ・ 調 達

を 行 っ て い く M R P を 導 入 す る 。 こ の た め に は 独 立 需

要 品 目 、 従 属 費 用 品 目 を 明 確 に し た う え で 、 サ プ ラ

イ チ ェ ー ン 全 体 の 生 産 活 動 や 調 達 を 決 定 し て い く 。  

( 3 ) B T O 生 産 方 式 の 適 用  

 見 込 み 生 産 と 受 注 生 産 を 組 み 合 わ せ た B T O 生 産 方

式 を 適 用 す る 。 こ れ に よ り 適 切 な 位 置 （ デ カ ッ プ リ

ン グ ポ イ ン ト ： 見 込 み 生 産 方 式 と 受 注 生 産 方 式 の 分

岐 点 ） で 在 庫 を 持 っ て お く こ と が 出 来 る の で 、 完 成

品 に 近 い 状 態 で の 在 庫 を 抱 え た り 、 在 庫 が 過 多 に な

っ た り す る こ と を 防 止 で き る 効 果 が あ る 。  

 

3 . 波 及 効 果 と 懸 念 事 項  

( 1 ) 波 及 効 果 と し て は 以 下 の も の が あ げ ら れ る 。  

 ① 在 庫 の 減 少  

 ② 在 庫 に か か わ る 諸 費 用 の 低 減 （ 保 管 費 用 、 倉 庫

費 用 、 管 理 費 用 な ど ）  

 ③ 需 要 変 動 が 及 ぼ す 、 生 産 変 動 を 緩 や か に す る こ

と が で き る  

 ④ B T O 生 産 に よ り 受 注 か ら 販 売 ま で の リ ー ド ラ イ

ム が 短 縮 さ れ 、 機 会 損 失 を 防 ぐ こ と が で き る  

 

( 2 ) 懸 念 事 項  
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 B T O 生 産 を し た 場 合 、 デ カ ッ プ リ ン グ ポ イ ン ト を

ど こ に 持 っ て く る か が 重 要 で あ る 。 こ の 位 置 を 間 違

え る と 思 っ た よ う な 効 果 が 出 な か っ た り 、 在 庫 金 額

が 大 き く な っ て し ま っ た り す る こ と が あ る 。 製 品 や

市 場 の 特 性 に 適 し た デ カ ッ プ リ ン グ ポ イ ン ト を 設 定

し て い く  
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